
「浸水対策にかかる緊急要望」 

 

10 月 26 日(金)、公明党鈴鹿市議団として、「浸水対策にかかる緊急要望」を、

末松市長に手渡しました。 

 

 

「浸水対策にかかる緊急要望」(要旨) 

 

本年 9月 30日に日本列島を縦断した台風 17号は、鈴鹿市にも甚大な被害をも

たらしました。 

震災など予測不可能な災害と異なり、台風・大雨・洪水などは気象予報を活用す

ることで事前に対策を講じることが可能であり、被害地域を想定した浸水ハザード

マップを作成し、緊急情報の発信、道路・地下道の冠水対策を進めることで被害

を最小限にとどめることができます。 

今後、ゲリラ豪雨など集中的に大雨・浸水被害が発生する懸念もあり、過去の浸

水被害地域・浸水被害が懸念される地域の再点検を行い、被害を防ぐための整

備を進める必要があります。 

 

以上のことを踏まえ、下記の事項を緊急要望致します。 

記 

1. 過去の浸水被害地域・浸水被害が懸念される地域の再点検を早急に実施し、



被害を防ぐための整備を優先的に進めること。 

2. 道路・地下道の冠水対策を早期に進めること。 

3. 大雨・集中豪雨による浸水予想地域のハザードマップを作成し、ホームペー

ジ等の広報媒体で市民へ周知すること。 

4. 浸水・冠水警報を緊急エリアメールなどで発信するとともに、道路・地下道の

冠水 時には進入禁止の警告をタイムリーに発信すること。 

5. 浸透枡など浸水対策にかかる補助事業を充実させること。 

6. 水害廃棄物の処理など被災者支援の強化を図ること。 

7. 国・県に対して災害防止にかかる補助の増額を働きかけること。 

以上 

 


